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平成 2７年１月 

 

１０月から地域包括支援センタ

ーに入職しました、看護師の山下

好実です。地域の皆様の支えにな

れる様に頑張っていきます。色々

と教えて下さい。 

どうぞよろしく 

お願い致します。 

【趣味】 

クロスワード 

ロジックです。 

得意なんですよ～♪ 
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今年度第２回目となりますささえりあ帯山圏域での定例

の｢地域ケア｢地域ケア｢地域ケア｢地域ケア((((個別個別個別個別))))会議｣会議｣会議｣会議｣を開催致しました。今回は、ご利用者

やご家族の参加はありませんでしたが、居宅介護支援事業所と

サービス事業所、担当民生委員さんと後見人を務める方に参加

して頂きました。地域ケア会議とは、国が掲げている「地域包

括ケアシステム」の構築のための手段の一つです。個別な事例

を通し検討する事によって、地域全体の課題を発見し、地域づ

くりや資源開発につながります。この地域ケア会議を積み重ね

ることで、政策へ反映させる段階まで発展させることができる

重要な話し合いとなります。 

 

保田窪法律事務所  
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高齢者をはじめとす

る老若男女の住民全体

が、今後も尊厳のある生

活を地域で続けていけ

るように、地域内の相互

のつながりをますます

強固なものにしていき

たいと思います。 

構成メンバーは、圏域内の中核病院の医

師・ソーシャルワーカー、訪問看護師、主任

ケアマネ、そしてささえりあ帯山のスタッフ

です。今年度中に３回の事例検討会を予定し

ています。第１回目は、事例が抱えている課

題を元に今後必要と考えられるインフォーマ

ルサービスについて意見交換を行いました。 

１２月４日（木）託麻台リハビリテーション病院にて開催。     

“ＮＰＯ法人くまもと疾患管理サポートセンター”“ＮＰＯ法人くまもと疾患管理サポートセンター”“ＮＰＯ法人くまもと疾患管理サポートセンター”“ＮＰＯ法人くまもと疾患管理サポートセンター”が、福祉医療機関 

（ＷＡＭ）の助成金を受けて、ささえりあ帯山圏域で本事業を展開され

ます。この委員会は、在宅療養を希望する方や、早期退院により在宅生

活に不安 がある

方が、在宅生活を

安心して 送れる

ような退 院支援

や地域移 行を推

進するこ とを目

的として 設置さ

れました。 

 

事業所職員が送迎を行い、事業所職員が送迎を行い、事業所職員が送迎を行い、事業所職員が送迎を行い、

利用者利用者利用者利用者の方の方の方の方と一緒に会に参と一緒に会に参と一緒に会に参と一緒に会に参

加。終始笑顔の絶えない時加。終始笑顔の絶えない時加。終始笑顔の絶えない時加。終始笑顔の絶えない時

間です。間です。間です。間です。                ――――    （参加者）（参加者）（参加者）（参加者）    

よりどころの中での人間関係よりどころの中での人間関係よりどころの中での人間関係よりどころの中での人間関係

の継続は大切である。の継続は大切である。の継続は大切である。の継続は大切である。    

            ――――    （村瀬氏）（村瀬氏）（村瀬氏）（村瀬氏）    
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せ

て

頂

き

ま

し

た

。

こ

の

茶

話

会

は

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

グ

ル

ー

プ

「

虹

」

に

よ

っ

て

運

営

さ

れ

て

お

り

、

介

護

事

業

所

等

に

よ

る

送

迎

や

、

そ

の

他

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

に

よ

り

運

営

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

次

に

「

第

二

宅

老

所

よ

り

あ

い

」

を

見

学

さ

せ

て

頂

き

ま

し

た

。

建

物

は

古

民

家

風

で

、

室

内

も

広

く

ゆ

っ

た

り

と

し

た

空

間

で

し

た

。

 

 

代

表

の

村

瀬

氏

よ

り

「

一

人

の

高

齢

者

の

為

に

事

業

所

は

何

が

出

来

る

か

を

常

に

考

え

行

動

し

て

き

た

。

そ

の

結

果

、

現現現現

在在在在

のののの

地

域

地

域

地

域

地

域

と

の

と

の

と

の

と

の

関

係

関

係

関

係

関

係

性性性性

にににに

繋繋繋繋

が

っ

て

い

が

っ

て

い

が

っ

て

い

が

っ

て

い

るるるる

。。。。

」

と

話

さ

れ

ま

し

た

。

今

回

の

研

修

に

お

い

て

、

自

分

達

の

日

々

の

活

動

の

意

味

を

振

り

返

る

良

い

機

会

と

な

っ

た

と

同

時

に

、

今

後

の

活

動

に

活

か

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

し

た

。 

１１月２３日（日）帯山校区にて『帯山校区合同防災訓練』『帯山校区合同防災訓練』『帯山校区合同防災訓練』『帯山校区合同防災訓練』が開催されました。

各町内から小学校への避難訓練からスタートし、会場の帯山小学校ではまず避難所

運営ゲームが行われ、避難場所の設備や避難者を支援するための方法の確認があり

ました。また介護サービス事業所も加わった救急救命の寸劇では、救急隊の到着前

に出来る事の説明がありました。その後は各町内に分かれ、初期消火訓練や起震車

体験、車椅子体験、救急救命法など様々な体験コーナーにて学ばれていました。親

子で空き缶を使ってお米を炊く “サバイバルメシタキ”では、美味しそうに炊け

たご飯を笑顔で食べている子供の姿が印象的でした。高齢者の方から小さな子供さ

んまで多くの参加がり、帯山校区の防災意識の高さを改めて感じました。 

 


